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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます

１.気温と産業の関係
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これまでの「気候リスク管理」の事例

農業研究機関と

の共同研究、水稲

の冷害・高温障害

対策など

消防庁などとの協力に

よる、熱中症対策を呼

びかける情報の改善

宮城県水産研究センターとの

協力による、ワカメ養殖向け

水温予測

電気事業連合会の要請を受け、

2週目の電力需給予測のための
気温予測

（一社）アパレル・ファッション

産業協会や日本チェーンド

ラッグストア協会、大手家電流

通協会、（一社）全国清涼飲料

工業会の協力を得た調査

• 「気候リスク管理」とは、気候の影響を分析・評価し、
悪い影響の軽減や良い影響の利用に向けた対策を実施すること。

• 産業団体の協力、共同研究等で気候データの活用事例の創出を行っている。
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【アパレル・ファッション産業分野】
気候リスク管理の実用化に向けた実証実験例

2015/3/2 第2回気象情報の産業利用のためのWS資料より http://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan/srs_ws.html

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/minkan/srs_ws.html


5神奈川県における2013年4～8月のエアコン販売数と平均気温観測値・平年値の推移

【家電流通分野】
エアコンの販売数と気温との関係

• 横軸：日付（4月～8月）
• 右縦軸：販売数
• 左縦軸：気温

• 橙色の線：販売数
• 赤色、灰色、黄色の線：
それぞれ、観測値、平年

値、平年差+2℃
• 赤点線枠：繁忙期
• 青色矢印：観測値の平
年差が2℃を超えた時期

• 橙色矢印：繁忙期中の
販売数のピークがあった

時期
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販売数が増加

平年値＋2℃以上
の時期に

観測値

販売数

平年値

平年値＋2℃

 6～8月は、エアコン販売数と平均気温の変化は連動している。
 7月は、平均気温が平年より2℃高くなると販売数が約1.5倍に
増加するという強い相関関係がある。

 8月は気温が高い状態が続くが、販売数は減少する。



6

0 5 10 15 20 25

販
売
数

平均気温

10月

11月

12月

1月

2月

℃

18℃12月

1月

2月

11月

10月

【家電流通分野】
石油ファンヒーターの販売数と気温との関係

10～2月の東京の平均気温と東京都にお
ける石油ファンヒーター販売数の散布図

 平均気温が18℃を下回るころから販売数が増加する。
 10月から12月までは気温の下降に伴い販売数が増加する。
 1～2月は気温が低い状態が続くが、販売数は減少する。

• 横軸は平均気温。赤破線は18℃を示す。
• 縦軸は店舗当たり販売数。
• いずれの値も土曜日からはじまる７日平均値。
• 期間は2011～2015年度の10～2月。
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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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気象データと販売データを準備する

気象データは
気象庁ホームページから
ダウンロードできます

仙台の
2012/1/1～2015/8/31 の
気温をダウンロードする方法を
紹介します
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気象庁 ホームページより（その１）
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気象庁 ホームページより（その２）
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ダウンロードページ上の選択方法

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/
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2012年1月1日から
2015年8月31日を選択
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気象データが
ダウンロードできました

気象データ
excelシート
"１．気象データ"
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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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気象データと販売データを準備する

気象データ
excelシート
"１．気象データ"

販売データ
excelシート
"２．販売データ"

仙台のスーパーマーケットにおける

1店舗あたりのファミリーアイスの販売数
2012/1/1～2015/8/31

ここから、
Excelに保存してある
データを使った
実習です。

• セミナー終了後、販売デー
タは削除してください。

• 本データは株式会社アンテ
リオより提供いただいたSRI
データ*です。
* 全国小売店パネル調査

21
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気温・販売数の時系列グラフを描く（１）

作成例：excelシート "３．気象＋販売"

Excel 操作
1. 販売データのシートをコピー
2. 2行挿入して2012/1/1を6行目に
3. 気温データの列をコピー
4. 日付確認

気象データと販売データを日付をそろえてまとめる

22
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気温・販売数の時系列グラフを描く（２）

作成例：excelシート "４．時系列グラフ"

横軸に日付、縦軸に気温・販売量をとって
折れ線グラフを描く

Excel 操作
1. 気象＋販売のシートをコピー
2. 折れ線グラフを挿入
3. データを選択
4. 販売数のデータ系列の書式で
系列を第2軸に

5. お化粧

23
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全期間の時系列グラフ

気候の影響を受けやすいとの認識のとおり、大きな季節変動がある。
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気温・販売数の時系列グラフを描く（３）

作成例：excelシート "４．時系列グラフ"

Excel 操作
1. 横軸の書式設定
～軸の最大値を指定

～補助目盛り間隔 7日
2. グラフ/レイアウト/目盛線/縦軸

1年分のデータを取り出してグラフを描く

25
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2012年の１年間の時系列グラフ

土日の売上が平日より大きいといった、気候以外の要素の影響がある
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７日平均して土日の影響を平滑化する

作成例：excelシート "５．7日平均時系列グラフ"

Excel 操作
1. 時系列グラフのシートをコピー
2. 気温と販売数の7日平均を計算
する

3. データを選択しなおす
4. お化粧

7日平均したデータでグラフを描く

27
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2012年の７日平均時系列グラフ

土日の影響をフィルターすることで、気温との関係がより明瞭になる。
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全期間の７日平均時系列グラフ

複数年の分析により、
ある年固有の特徴なのか、毎年現れる特徴なのかわかる
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気温と販売数の関係

 ７日間平均値を用いることで、土日に販売
数が増えるといった影響を販売数データか

ら取り除くことができ、売上数に対する気

温の影響が見出しやすくなった。

 降温期には、気温の低下に伴う販売数の減
少が大きい。

 冬期間は気温の影響が小さい。

 正月には良く売れる

仙台のスーパーマーケットにおける
ファミリーアイスの販売数の特徴
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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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作成例：excelシート "６．散布図"

Excel 操作
1. excelシート"降温期昇温期日付"
に、既に「降温期（8月～1月）」
「昇温期（2月～7月）」の日付が
入力してあるので、このシートに

日付に対応する気温、販売数を

入力する（excel関数を用いて適
切な値を表示させる）。

2. 散布図のグラフを挿入
3. データを選択
4. お化粧

７日平均したデータで散布図を描く

気温と販売数の散布図を描く

降温期と昇温期で性質が違うので、
8月～1月と2月～7月に分けて

グラフを作成する

32
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気温と販売数の散布図

 時系列グラフで見たとき
の特徴が散布図でも現れ

ている。

 同じ気温でも、降温期
の方が昇温期よりも販

売数が少ない。

 気温が低い時期は、気
温の高い時期よりも、

気温の変動に鈍感。

 気温が低くてもよく売
れる週がある（正月）

 昇温期には、7日間平均気
温が15℃を超えると、販売
数が伸びる。

散布図で新たに分かる特徴もある。
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気温と販売数の定量的関係

気温と販売数の定量的関係は関係式や相関係数から知ることができる。

データ処理ソフトを用いると、

気温と販売の関係式や相関

の強さを比較的容易に導出

することができる。

ここでは、二次式で近似して、

その式と曲線を示す。

y = 0.18 x2 － 0.86 x ＋ 54.5

前のスライドでは2本の折れ線で
示しましたが、ひとつの式で表した

いので、二次式で説明します。

Excel 操作
1. 近似曲線の追加
～2次式、グラフに数式を表示
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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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気温から販売数を推定する

気温と販売の定量的関係を示す関係式を用いて、
気温から販売数を推定することができる。

y = 0.18 x2 － 0.86 x ＋ 54.5 （2月～7月）
y = 0.30 x2 － 4.51 x ＋ 66.1 （8月～1月）

x は気温、y は販売数

予想した気温を入手して与えれば、
販売数を予想できる。

入手方法は？

9/22～9/28 の仙台の予報平均気温：19.0℃
8月～1月の式の xに19.0を代入

y=88.4：販売数は約88と予想できる。

2週間先の
7日平均の
気温
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気象庁 ホームページより
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3939http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/index_w2.php

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/index_w2.php


4040



4141



42

１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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気温以外の要素の影響

i. 販売が集中する日・期間の存在（土日祝、夏休み、
ポイントデー、大量注文など）

ii. 販売データの扱い方の注意（商品カテゴリー開設前
は販売データ０の連続、など）

⇒ 7日間の平均値を用いる、平年比・平年差を用いる、
該当日の販売数を前後の平均値に置き換える（以上、

i. 対策）、分析する期間を制限する、といった処理に
より、より明瞭な関係分析結果が得られる。

アイスクリームは週末、正月に販売数が多かった。

気温と販売数とが単純に関連付けられるわけではない
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平年差との対応、期間限定の対応の例
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１.気温と産業の関係

２.気温と販売数の関係の分析
 過去の気温データをダウンロードする

 時系列グラフを描く

→ 気温と販売の関係を調べる

 散布図を描く

→ 定量的な関係を求める

 気温から販売数を推定する

→ ２週間先の気温予測を取得し、活用する

 気温以外の要素の影響

３.予報精度
 過去の１か月予報（気温）がダウンロードできます
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平年並

平年よりかなり低い

平年よりかなり高い

2週間先の気温の予報のおおまかな精度
今年6，7月の2週間先の気温予報と実況

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/verif_w2.html

観測値

予報の表示

箱の範囲に
入る確率：
40%

棒の範囲に
入る確率：
90%

【6/26（月）の予報】
• 7/1以降の1週間平均で東京の平
年差が＋2℃以上になる確率を
最大65％と予報

• 観測ではこの期間、平年値＋2℃
～＋3℃

関東甲信地方の2017年6月～7月の、
7日間平均気温の予測値（箱と棒）と観測値（赤い線）。
日付は、その日を初日とする７日間平均値を意味する。

発表日の6～8日後（木曜発表）または5～8日後（月曜発表）の予測。
平年値との差を示す。

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/verif_w2.html
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過去の１か月予報をダウンロードして、
気温の予報精度を調べることができます。

気象庁 ホームページより
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さまざまな要素が選択できます

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/fcstdl/

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/fcstdl/
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地域の選択

50
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地点の選択

期間

初期値

予報対象期間

CSVファイルで
ダウンロード
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「気候リスク管理」
～気象情報を活用して気候の影響を軽減してみませんか？～

過去の
気象データ

気候予測
データ

各分野の調査結果
 家電流通
 清涼飲料
 スーパーマー
ケット＆コンビニ
エンスストア

 ドラッグストア
 アパレル・ファッ
ション

 農業

＜コンテンツ＞
○ 気候リスク管理の基本的考えや実施
方法

○ 様々な産業分野での気候リスク管理
に関する調査結果の紹介

○ 気候リスク管理に必要な気象観測・
予測データへのリンクと利用法

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/

過去の1か月
予報データ

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/
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気象情報 活用


